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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅱ保健・医療・福祉の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

急速な少子高齢化や人口減少の影響で、地域社

会の活力が低下しており、高齢者や障がい者、子

育て世代など、さまざまな生活課題を抱える人々

が増加しています。全ての人が地域社会から孤立

することのない地域共生社会の実現が求められ、

互いに支え合い、共に生活できる社会を指し、地

域の特性やニーズに応じた支援体制の構築が重要

です。 

しかし、民生委員など地域福祉活動の担い手の

なり手不足や高齢化、支援内容の複雑化などによ

り継続していくことが困難になっています。 

 地域共生社会を推進するには、地域社会の生活課

題を行政機関と素早く情報共有し対処するため、

そのパイプ役である民生委員・児童委員の活動支

援や人材確保を推進します。また、社会福祉協議

会の活動拠点支援と連携強化を図ります。 

施策の目標 
２市民が相互に支え合う福

祉を進める 

施策 １地域福祉 

施策内容 地域共生社会の推進 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 
  

事務事業名 地域共生社会の推進 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ６予算額 Ｒ６決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ６活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 

Ｒ６実績値 Ｒ８目標値 

ふれあい館の施設貸出 

（Ｒ６・７・８） 
 社会福祉協議会水海道地区の事務所として施設を

貸し出し、多くの市民の相談業務を行っています。 

社会福祉協議会相談

数（件） 

5,000 6,000 3,929 
千円 

3,468 
千円 6,095 6,000 

石下総合福祉センター

施設貸出 

（Ｒ６・７・８） 

 社会福祉協議会石下地区の事務所として施設を貸し出し

ている他、地域の福祉団体等へ施設（大会議室、研修室 1・

2、調理室）の貸出・減免を行い、福祉団体の活動推進に努

めています。 

福祉団体施設利用数

（件） 

150 150 19,535 
千円 

18,116 
千円 110 150 

民生委員・児童委員 

（Ｒ６・７・８） 

 地域社会の生活課題の解決のため、行政機関とのパイプ

役となり、独居高齢者・障がい者・子育て世帯への訪問や

行政機関説明会・視察研修・民生委員定例会等、積極的な

活動を行っています。 

年間活動日数（日） 
7,000 7,500 6,122 

千円 
6,077 

千円 9,197 7,500 
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千円     
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千円     
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④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ６実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

全地区民生委員配置 106地区 106地区 
社会福祉協議会の拠点である市民・福祉セ

ンターは耐震に問題があり、早急な事務所移

転の必要があります。 

 石下総合福祉センターの施設は、社会福祉

協議会の他、保健推進課、おひさま幼稚園が利

用しています。また、(株)ホンダ技術研究所や

(株)ホンダスタフィングサービスに有償で貸

しています。会議室等の施設は、行政機関やそ

の他の利用が多く、福祉関連の利用が２割と

いう状況です。 

 民生委員・児童委員は、目標を上回る積極的

な活動ができています。 

☐コスト ☒活動 ☐成果 ☒その他 

今後の方向性 

      
 市民・福祉センターの耐震問題があり、社会

福祉協議会の新たな拠点検討が必要と考えま

す。また、石下総合福祉センターの利用状況か

ら公共施設運用戦略会議で運営方針の見直し

検討を行う必要があると考えます。 

 民生委員・児童委員は、今後も適正に配置し

地域福祉の向上に努めます。また、高齢者の見

守りだけでなく、小中学校と連携して地域児

童への対応も進めたいと考えています。 

      

      

      

 


